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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ   4/015    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月1日(2015.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
誘電体フィルムと、前記誘電体フィルムに蒸着材料を蒸着させることで形成され、前記誘
電体フィルムを介して対向する正負の電極層と、を有するコンデンサ素子と、
前記コンデンサ素子の両端に形成された端面電極と、を備え、
少なくとも一方の前記電極層は、アルミニウムと、亜鉛と、マグネシウムと、を含み、
前記一方の電極層において、マグネシウムの原子濃度のピークは、亜鉛の原子濃度のピー
クより、蒸着により蒸着材料を付着させた前記誘電体フィルムの表面から遠い側である表
層側に存在する、
フィルムコンデンサ。
【請求項２】
アルミニウムと亜鉛とマグネシウムとを含む前記一方の電極層は、
一端が一方の端面電極と接続され、
他端が他方の端面電極と絶縁され、
前記一端側のマグネシウムのアルミニウムに対する原子濃度比率は、
前記電極層の有効電極部におけるマグネシウムのアルミニウムに対する原子濃度比率より
低い、請求項１に記載のフィルムコンデンサ。
【請求項３】
アルミニウムと亜鉛とマグネシウムとを含む前記電極層は、
一端が一方の端面電極と接続され、
他端が他方の端面電極と絶縁され、
前記一端側の亜鉛のアルミニウムに対する原子濃度比率は、
前記電極層の有効電極部における亜鉛のアルミニウムに対する原子濃度比率より高い、請
求項１に記載のフィルムコンデンサ。
【請求項４】
アルミニウムと亜鉛とマグネシウムとを含む前記電極層は、
前記一端側から前記他端側に向けて段階的に亜鉛のアルミニウムに対する原子濃度比率が
減少している、請求項３に記載のフィルムコンデンサ。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この課題を解決するために本発明は、少なくとも一方の電極層は、アルミニウムと、亜
鉛と、マグネシウムと、を含み、この電極層において、マグネシウムの原子濃度のピーク
は、亜鉛の原子濃度のピークより、蒸着により蒸着材料を付着させた誘電体フィルムの表
面から遠い側である表層側に存在するものとした。
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